
令和７年度のみしまの未来を描く会は「「住みたいまち」ってどんなまち？～

三島に暮らす未来を描こう～」をテーマに、参加高校生がグループワークに取り

組みました。意見の一部をご紹介します。 

 

グループごとに発表された意見 

Ａグループ 

１．30歳のわたしが暮らしたいまち 

 □スーパーやコンビニが近くにある  □自然が残る豊かなまち 

□交通の便が良いまち        □都会すぎない 

□図書館が充実している       □飲食店がたくさんあるまち 

□こどもやペットが楽しんで暮らせる □プリクラが撮れる場所が多いまち 

□医療が充実している        □公園など遊ぶ場所が多いまち 

 

２．三島の良いところ・もったいないところ 

（１）良いところ 

 □駅や街並みがきれい        □新幹線がとまる 

□美術系の施設が多い        □水がきれい 

□自然豊か             □カフェが多い 

□三嶋大社             □まちブラしやすい・歩きやすい 

（２）もったいないところ 

□道が狭い             □他の観光地に客が流れている 

□駅北に何もない          □市の情報があまり届かない 

□公園が少ない           □栄えている場所との差が激しい 

□使われてないお店がある       

 

３．もし自分が市長だったら・・・政策の目玉 

『南北の行き来を活発に』 

・ターゲットは学生から３０代 

・北口にカフェやカラオケなどの遊び場を設置 

・学生証やインスタフォローによる割引特典の付与 

・南北全体の案内看板を設置し、初めて来た人にもわかりやすい道標 

・インフルエンサーや有名人とコラボし、駅北の情報発信 

・結果、南口から北口へ人を呼び込む 

 

 



Ｂグループ 

１．30歳のわたしが暮らしたいまち 

 □豊かな自然があるまち       □公園や託児所が充実しているまち 

□居酒屋やスーパーなどが多い    □都会へのアクセスが良いまち 

□テーマパークなど遊べる場所が多い □ショッピングモールがある 

□映画館やゲーセン、スポッチャがある□駅近にマクドナルド 

□音楽を楽しめる場所があるまち   □こどもとゆっくり遊べる場所あり 

□静かなまち 

 

２．三島の良いところ・もったいないところ 

（１）良いところ 

□地域の人とのつながりがある    □楽寿園 

□自然が豊富            □コンビニが多い 

□外国人観光客がたくさんいる    □おいしい食べ物が多い 

□空気がきれい           □さわやかが近い 

□駅近にホテルがある        □交通アクセス◎ 

（２）もったいないところ 

□信号のない横断歩道が多い     □楽寿園がつまらない 

□駅の南北が有料          □バス等で行きにくい場所がある 

□観光地を活用しきれていない    □伊豆箱根鉄道が交通系 IC使えない 

□北口周辺が栄えてない       □駅近にプリクラがない 

 

３．もし自分が市長だったら・・・政策の目玉 

『三島駅周辺の発展・開発と情報発信』 

 ・ターゲットは学生・家族 

 ・三島駅は南北を自由に通行出来ないため、北と南で２分化されている。 

 ・駅北に学生が来やすい施設をつくり、南北自由通路を設置して、伊豆箱根利 

用者の駅北へのアクセスを良くすることで駅周辺の賑わいを創出 

・ショッピングモールや楽寿園のテーマパーク化により学生や子育て世代が 

楽しめる場所を増やす 

 

 

 

 

 



Ｃグループ 

１．30歳のわたしが暮らしたいまち 

 □アクセスが良い（通勤のしやすさ） □スポーツが楽しめる場所がある 

□イベントが定期的に行われるまち  □飲食店が多いまち 

□子育てがしやすいまち       □豊かな自然環境 

□物価が安い            □金銭的補助がある          

□人とのつながりのあるまち     □医療が充実しているまち   

 

２．三島の良いところ・もったいないところ 

 （１）良いところ 

 □首都圏に行きやすい        □レンタサイクルがある 

 □イベントが多い          □水がきれい 

□しゃぎりなどの伝統が受け継がれている 

 □自然が多い            □観光地が多い 

 □個人経営店が多い         □カフェなどリラックスできる店 

（２）もったいないところ 

□若者が集まる場所が少ない     □若者ウケが良い店が少ない 

□道が狭い             □個人経営店が多い 

 

３．もし自分が市長だったら・・・政策の目玉 

『子育て政策 ～学生も多い三島駅北口に・・・～』 

 ・ショッピングモールの誘致で子育て世代が子供を育てやすい環境を実現 

 ・子育てにつかれた大人がこどもを預けリラックスできる場所をつくる 

 ・市内にカフェが１７店舗あるので、ファミリー向けの飲食店を増やす。 

 ・こどもの好奇心をくすぐる遊び場を用意（子育て支援） 

 ・SNSでの宣伝により市内外から人が集まる場所に 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ｄグループ 

１．30歳のわたしが暮らしたいまち 

 □子育て支援がたくさんあってほしい □地域の人との交流が盛んなまち 

 □産まれたこどもを自治会でお祝い  □娯楽の充実しているまち 

 □営業時間の長いスーパーがある   □個人の負担が少ないまち 

 □地価が高く、水道代が安いまち 

 

２．三島の良いところ・もったいないところ 

（１）良いところ 

 □シャッターで閉じている店がない  □伊豆箱根鉄道がある 

 □川の水がきれい          □駅の周辺に自然がたくさん 

 □交通網の発達、交通手段多い    □悪いところが少ない 

 □行事、イベントが多い       □田舎でもなく都会でもない 

□高校が多い            □個人経営店が多い 

□美術館が多い（１２件） 

（２）もったいないところ 

□銀杏のにおいが臭い        □暗い雰囲気で入り辛い場所あり 

□宣伝が下手            □若者向けの政策が少ない 

□突出した良いところがない     □道が狭い 

 

３．もし自分が市長だったら・・・政策の目玉 

『若者が働きやすく住みやすいまちづくり』 

 ・企業誘致を行い、若い人が働ける場所を増やし、他市町から人を集める 

 ・誘致した企業と協力し、三島の特産品の開発をすすめ、ふるさと納税の返礼 

品として PR。 

 ・結果、企業誘致による法人税、人口増による住民税や固定資産税、ふるさと 

納税による税金の増が見込める。 


